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      要  旨 

脊髄は脳と同じ中枢神経なため,一度傷つくと二度と再生することができないと考えられてい

た．しかし現在,iPS 細胞由来の細胞を脊髄損傷の患者に移植するといった研究も進められており,

神経の再生に大きな期待が寄せられている.損傷具合や回復の度合いを定量的に評価することは，

脊髄再生治療を進めるにあたり重要である．現段階での損傷具合の診断方法は，画像診断や神経

学的診断法によって行われる．しかし，これらの方法は，検査者の主観による部分が多く，損傷

具合を定量的に評価することができない．そこで，脊髄神経の伝導路を通る誘発電位である脊髄

誘発電位(SCEP: Spinal Cord Evoked Potential)を計測することで，これを計測することで損傷度合

いの評価を行った. 

まず,正確に計測される SCEPの波形を確認するため,侵襲的に計測を行い,侵襲的 SCEPの波形

計測の確認をすることができた.臨床に応用する際には体外から低侵襲で計測する必要がある

が,SCEP を体外から計測する手法は確立されていない．そこで,SCEP の経皮的計測における電極

位置・計測される波形計測を行い SCEP の経皮的計測方法の検討を行った．刺激位置からの距離

により潜時・振幅に変化を見ることができた.また,SCEP 波形は脊髄を挟んで左右に差はないこと

が分かった.計測体位として首を後湾させる体位が最も肩甲骨部分を計測するのに適しているこ

とが分かった.次に侵襲・非侵襲時の同時計測を行ったところ非侵襲時計測の潜時が侵襲時の潜時

と同時に現れたことにより,本実験で経皮的に計測した波形も SCEP であることが分かった.しか

し、計測を行うために脊髄を露出させたが露出させるさいに脊髄を傷つけてしまい正確な波形計

測を行うことができなかった。 

侵襲・非侵襲同時計測の計測実験は脊髄露出時に脊髄自体を傷つけてしまったので、一体のラ

ットですべての計測箇所を測定することができなかった。そのため、今後脊髄を傷つけず露出し

計測を行う方法の検討と,モデルラットを安定して同条件で作る方法の確立の検討を行う。また

脊髄損傷時のラットを用いて計測を行い、正常時と損傷時の波形の比較を行い、脊髄誘発電位計

測の計測方法の確立を目指す。そして,脊髄損傷の状況を定量的に体外から把握する手法の開発を

目指す. 

 

 

 

 

 

 

 


